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さいたま市岩槻人形博物館の館長予定者及びロゴマークを決定しました

 地域文化資源である人形文化の振興を図るため、「さいたま市岩槻人形博物館」の

２０２０年２月２２日（土）開館に向け準備を進めています。

この度、館長予定者及びロゴマークを決定するとともに、開館を告知するホームペ

ージを公開しました。

１ 館長予定者

 林 宏一（はやし こういち） 氏

 ※略歴等は、別紙のとおりです。

２ ロゴマーク

 ※詳細は、別紙のとおりです。

３ 開館告知ホームページ（ティザーサイト）

 さいたま市岩槻人形博物館の開館を告知するホームページを公開しました。

 ＵＲＬ：https://ningyo-muse.jp

記者発表資料

平成３１年２月１５日（金）

問い合わせ先：岩槻人形博物館開設準備室

室長：川田

担当：小松、清水

電話：６４６―３１３３



別紙

１ 館長予定者

林 宏一（はやし こういち） 氏

昭和１９年生まれ 埼玉県川越市在住

《略歴》

早稲田大学大学院文学研究科芸術学専攻修士課程修了 

埼玉県立民俗文化センター所長

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課長

埼玉県立博物館長

東京家政大学・家政学部教授

埼玉大学教養学部非常勤講師

平成２１年からこれまで、さいたま市岩槻人形博物館開設準備委員会の委員長を務

めるほか、埼玉県文化財保護審議会委員など、県内の文化財保護行政に深くかかわる。

２ ロゴマーク

 岩槻人形博物館の認知向上や来館促進等を効果的に発信する広報・ＰＲのツールと

してロゴマークを策定しました。

今後、周辺地域などとも相互連携を図り、岩槻人形博物館の広報展開等に活用して

いきます。

人形の横顔をかたどっており、人形

の愛らしさをシンプルな正円で表現

し、その中に人形を描く最小限の要素

として、顔、毛髪、着物を同じく正円で

描いています。 

日本らしさ、人形らしさ、その美しさ

を表現しながら、はっきりとした色の

切り替えにより、現代的でポップなイ

メージも投影しています。


